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・2021年10⽉22⽇に政府が発表した「第6次エネルギー基本計画」では、気候変動問
題への対応（温室効果ガスの削減）と、⽇本のエネルギー需給構造に関する課題の克
服の２つが⼤きなテーマとなっている。

・気候変動問題については、近年の地球温暖化による豪⾬に伴い頻発する⼟砂災害への
対応が課題となっている。

・エネルギー需給構造では、エネルギーミックスが注⽬され、再⽣可能エネルギーは主⼒電
源化に向け最⼤限の導⼊に向けた取り組みを促すとされている。

・再⽣可能エネルギー源は、⾃然現象が⽣み出すものであり，様々な地形や地質条件と
かかわりがあり，また施設の地質や地盤条件も重要で、応⽤地質分野のかかわりはます
ます重要となっているといえる。

・資源開発・建設・環境保全・防災等の事業とともに発展してきた応⽤地質分野の技術が
貢献できる内容は多いと考える．

【要旨】

利⽤形態 整理番号 技術の種類 応⽤地質分野の貢献内容の考察

1-1 地熱発電 ・地熱貯留層と温泉帯⽔層を含めた地熱流体の賦存状況や流動状況の把握
・専⾨的な関与と⼀般への理解促進の並⾏した取り組み

1-2 太陽光発電
・造成設計（地盤種類による基礎形式の選定,斜⾯崩壊対策,不等沈下対策）
・災害対応（⽔浸,崩壊,強⾵被害に対する予防,事後対応）
・アセスにおける地盤評価,パネル有害物質問題

1-3 ⾵⼒発電（陸上）
・配置計画︓広域の地形や地盤条件
・設計︓⾵⾞基礎の地盤条件、⽀持層分布、地盤対策検討（液状化、圧密沈下、地すべり等斜
⾯安定）

1-4 ⾵⼒発電（洋上）
・配置計画︓広域の地形や地盤条件（海底）
・設計︓⾵⾞基礎の地盤条件、⽀持層分布、地盤対策検討（液状化、圧密沈下、地すべり等斜
⾯安定）（海底）

1-5 海洋エネルギー発電

・波⼒発電（浮体式）︓アンカー係留箇所や送電ルートの地形地質
・波⼒発電（固定式）沿岸部構造物箇所の海底地形,基礎地盤
・潮位差発電施設︓ダムや⽔⾨の海底地形 ，基礎地盤
・潮流発電（海底設置型）︓構造物箇所の海底地形 ,基礎地盤,海峡などでの脆弱部分布

1-6 中⼩⽔⼒発電 ・⽔⼒エネルギーの算定（流量、落差）
・堰堤等を新規設置の場合の⽀持地盤

1-7 バイオマス利⽤ バイオマスの発電所の⽴地が多い埋⽴地,低地における地盤沈下,液状化対策の検討

2-1 地中熱利⽤ ・ヒートポンプの設計のための地盤の熱伝導率の把握
・排熱を地下で⾏うため，地下への環境影響評価

2-2 温泉熱 ・効率的な利⽤のための成分・湯量・温度等の調査
・スケール対策など維持管理

3-1 電⼒貯蔵 ・地⼭に合わせた気密⽅法の選定（岩盤気密,ライニング,⽔封）

3-2 地化学関連
・熱⽔と岩⽯の化学反応に関する解析技術の研究
・スケール原因と対策⽅法の検討
・地熱資源の有望な⽕⼭地帯における熱⽔変質帯に起因する地すべりの調査

CCS ・貯留層と遮へい層の組み合わせ分布箇所の調査

再⽣可能エネルギーに関する応⽤地質分野の貢献内容の考察　⼀覧表

1.発電利⽤

2.熱利⽤

3.その他関連事項

CO2排出量削減関連

環境地質研究部会


